
発議第１４号 

議案第 110号 工事請負契約の締結について（松阪市立小中学校体育館空調設

備整備ＤＢ事業）に対する附帯決議について 

 

議案第 110号 工事請負契約の締結について（松阪市立小中学校体育館空調設備整

備ＤＢ事業）に対する附帯決議を次のとおり提出する。 

 

  令和 8年 10月 5日 提出 

 

松阪市議会議員  田 中  正 浩 

海 住  恒 幸 

 

議案第 110号 工事請負契約の締結について（松阪市立小中学校体育館空調設

備整備ＤＢ事業）に対する附帯決議 

 

学校体育館の空調設備は、子どもたちを熱中症から守るとともに、災害時には避難

してきた市民の命と健康を守るための大切な設備である。 

 本事業では、対象となる学校にＬＰガスタンクや空調設備を設置する。これらの設

備については、台風や豪雨による停電だけでなく、南海トラフ地震などの大きな地震

が起きた場合にも、安全に使えるかを確認する必要がある。 

「72時間運転できる設備」であっても、地震で設備が壊れたり、安全確認に時間が

かかったりすれば、すぐに使えるとは限らない。また、避難生活が 72時間で終わると

は限らない。 

 よって、松阪市議会は、市に対し、本事業を進めるに当たり、次の事項に確実に取

り組むよう求める。                     

１ 大きな地震に備え、設備の安全を確認すること 

 ＬＰガスタンク、ガス配管、発電機及び空調設備について、大きな地震で倒れたり

壊れたりしないための対策や、ガス漏れを防ぐ対策を確認すること。また、タンクな

どの設置場所が、避難する人の通行や避難生活の妨げにならないようにすること。 

２ 地震の後、誰が安全を確認するのかを決めること 

 地震の後に、誰が、何を、どのような手順で点検し、誰の判断で運転を再開するの

かを決めること。夜間や休日、多くの学校が同時に被害を受けた場合にも対応できる

体制を整えること。また、安全確認が終わるまで空調を使えない場合の対応も決めて

おくこと。 

３ 72時間を過ぎた後と、空調が使えない場合の対策を用意すること 

 避難生活が 72時間を超えて続く場合に、燃料をどこから、どのように運ぶのかを決

めること。その際、道路が通れない場合や、燃料を届ける事業者も被災した場合を考



えること。 

また、燃料不足や設備の故障などで空調が使えない場合に備え、電気式空調と非常

用電源の組合せ、持ち運びできる空調の利用、空調が使える施設への移動など、避難

者の命と健康を守る方法を具体的に用意すること。 

 

以上、決議する。 

 


